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まず 劈頭に ズ ゥフラ の 説明 をし なければ ならない。 

江戸時代に 遠方の 人 を 呼ぶ 機械が あって、 俗に ズゥフ 

あいまい 

ラ という。 それに 就いて、 わたしが 曖昧の 説明 を 試み 

おおつ き 

るよりも、 大槻 博士の 『言海』 の 註釈 を そのまま 引用 

した 方が、 簡 にして 要 を 得て いると 思う。 言海の 「る」 

の 部に、 こう 書いて ある。 —— ル ウフル (蘭 語 Rofle 

の 訛) 遠き 人 を 呼ぶ に、 声 を 通わす る 器、 蘭人の 製と 

伝う。 銅製、 形 ラッパの 如く、 長さ 三尺 余、 口に 当て 

て 呼ぶ。 訛して、 ズ ウフル。 呼 筒。 —— 



ている ので、 御新造のお 常 は 黙って 見送った。 喜 平 次 

と 伊太郎 も 袴の 紐 をむ すび 直しながら 続いて 出た。 

あまけ 

九月 末の 暗い 夜で、 雨気 を 含んだ 低い 大空に は 影の 

薄い 星が 三つ 四つ、 あるか 無き かの ように 光って いた。 

二 

きかく 

綱が 立 つ て 綱が 噂の 雨 夜 かな II 其 角の 句で ある。 

渡 辺 綱が 羅生門の 鬼 退治に 出て 行った あと を 見送って、 

やすまさ きんと き 

平 井 ノ保昌 や 坂 田ノ金 時ら が 「綱の 奴め、 首尾よく 鬼 

を 退治して 来る だろう か」 などと 噂 をして いると いう 



ので ある。 古今 変らぬ 人情で、 今夜 も 師匠 や 喜 平 次ら 

の 出て 行った あとで、 他の 十五、 六 人の 門弟 は その 噂 

に 時 を 移した。 御新造のお 常 も 出て 来て、 その 噂の 仲 

間 入り をした。 縁の下に は こおろぎが 鳴いて、 この頃 

の 夜寒が 人々 の 襟に しみた。 

「先生 は 遅い な」 と、 一人が 云い 出した の は、 今夜 も 

もう 四ッ (午後 十 時) に 近い 頃であった。 

「そうです ねえ」 と、 お 常 もや や 不安そう に 云った。 

鰻 網 手から 富 士裏ま では さの みの 道程で もない から、 

往復の 時間 は 知れた ものであるが、 まだ 夜が 更けた と 

いう ほどで も 無い ので、 例の 怪しい 声が 聞えない ので 



傷 を 受けて、 木の 根 を 枕に 倒れて いたので ある。 

それから 五日の 後で ある。 この頃 は 朝夕が 肌寒く 

あきし ぐれ ぐ も 

なって、 きょう も 秋 時雨と 云いそう な 薄 陰りの 日の 八 

ッ半 (午後 三時) 頃に、 ふたりの 男が 富士 裏の 田圃 路 

を さまよつ ていた。 半 七と その子 分の 亀吉 である。 

ごしょ-つ 

「ねえ、 親分。 わつ し にゃあ まだ 判らね え。 後生 だか 

ら 焦らさずに 教せ えてお くんな せえ。 その 変な 声と い 

うのが どうして 聞え るの か、 いくら 考えても 見当が 付 

かねえ」 と、 亀吉は あるきながら 云った。 

「神 田から 駒 込まで 登って 来る あいだに、 まだ 考え付 

かねえ のか」 と、 半 七 は 笑った。 「おれ にゃあ ちゃんと 



え。 早く 聞き込む と 好かった の だが、 ちっと 日数が 

経って いるので 面倒 だ。 まあ、 やれる だけ やって みよ 

う。 ここら は 寺 門前が 多い から、 町方の 手が 届かね え。 

それ をい いこと にして、 悪い 奴ら が 巣 を 食って いるの 

だろう」 

そこら を ひと 廻りした 後、 半 七 は ある 植木屋の 門口 

に 立った。 ここらに 植木屋の 多 いのは 前に 云った 通り 

である。 半 七 は 形ば かりの 木戸 を あけて 声をかけた。 

「おい。 じいさん はいる かえ」 

「や あ、 親分 …… 。 唯今まい ります」 

柿の 木の 上で 返事 をして、 五十 四 五の 男が^ を かか 



まつこ-つ ひたい 

行く と、 いきな リ真向 をな ぐられ たので、 額ぎ わの 左 

こめかみ 

から 顳顬へ かけて 随分 ひどく 打ち割られて、 顔 じゅう 

が 血 だらけに なって しまった のです。 長 助 も 一旦 眼が 

眩んで、 そばに ある 立ち木に 寄り かかった まま 暫く は 

夢の ようだった が、 やがて 漸く 正気に なって、 どうに 

か 無事に 親方の 家まで 帰って来 たの だそう です。 道場 

の 先生の 殺された の は 別と して、 これなん ぞ はどう も 

いたずら 

狐の 悪戯ら しく 思われ ますね。 長 助の 傷 は 石 か 何 かで 

打 たれたら しいと いう ことです」 

剣術の 師匠 は 殺され、 植木屋の 職人 はな ぐられ、 と 

かくに 気味の 悪い ことが 続く ので 困る と、 嘉兵衛 は 顔 



「旦那 はお 内です かえ」 

「いえ、 こちら は 女 あるじで …… 」 

「じゃあ、 岡 崎屋と 同じ こと だね」 

「左様で …… 」 と、 番頭 はや や 不審ら しく 半 七の 顔 を 

みつめた。 

「息子さん は 無い のかね」 

「 息 子 は ご ざ いますが、 まだ 肩 揚げが 取れ ま せんので 

…：- J 

「娘さん は 幾人い るね」 

二 一人で ございます」 

「いや、 こり や あわたし が 悪かった」 と、 半 七 は 笑い 



やがて 女 あるじと いうお 勝が 出て 来て、 これ も 丁寧 

に 挨拶した。 番頭 も そばに 控えて いた。 

「いや、 別 むずかし いこと を 訊く の じゃあありません- 

ぐあい 

立ち話で も 済む ことです が、 店 さきで はちつ と 工合が 

悪い ので、 奥へ 通して 貰った のです」 と、 半 七 はすぐ 

に 口 を 切った。 「実は ほかの 事 じゃあありません が、 

こちらに は 娘さんが 一 一人 あるそう です ね」 

「はい。 姉 は 下 谷の 方に 縁付いて 居ります」 と、 お 勝 

は 答えた。 「妹 は 近所へ 一 旦 片付き ましたが …… 」 

「じゃあ、 それが おそよ さんと いって、 白山 前 町の 岡 

崎屋へ 片付いた のです ね。 そこで、 そのお そよ さんが 



何者か ころげ 落ちた。 

「それ、 逃がすな」 

半 七と 亀吉は 紐け 寄った。 

五 

「まず 怪談 はこ こら 迄で しょうね」 と、 半 七 老人 は 笑つ 

た。 

「屋根から 落ちた 奴 は 何者です」 と、 わたし はすぐ に 

き 
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「それ は 近所の 質屋の せがれで 辰次郎 という 奴です。 



年 は 十九です が、 一人前に は 通用し ない 薄馬鹿で …… - 

こい つが どうして ズ ゥフラ なん ぞを 持つ ていた かと 云 

しち 

うと、 自分の 店で 質に 取った 品です。 御 承知で も あり 

ましょうが、 江戸時代に は オランダ 人が 五 年に 一 度ず 

っ参府 して、 将軍に お 目通り を 許される 事に なって い 

ました。 大抵 二月の 二十 五日 ごろに 江戸に 着いて、 三 

月 上旬に 登城す るの が 習いで、 オランダ 人 は 日本 橋 

こくちょう 

石 町 三 丁目の 長 崎屋源 右衛門 方に 宿 を 取る ことに 決 

まっていました。 その 時には 将軍家に 種々 の 献上 物 を 

する の は 勿論です が、 係りの 諸 役人に も それぞれに 土 

つうじ やく 

産物 を くれます。 かの ズゥフ ラも通 辞 役の 人に くれた 



あした は 初七日の 墓参り、 今夜 は 逮夜と いうと ころ ま 

で 漕ぎ着け ると、 その 逮夜の 晚に 怪しい 声が 又き こえ 

たんです。 

なぜ 辰 公が そんない たずら をした かと 云う と、 辰 公 

は 左 内の 殺された 晚も、 例の ズゥ フラを 持って 富士裏 

の あたり を 徘徊して いて、 喜 平 次ら の 闇 討ち を 木の 蔭 

か 何 かで 窺って いたんです。 暗い 中 だから 誰 だか 判り 

そう も 無い もんで すが 、 やつば リ悪 い - J と は 出来な い 

もので、 左 内 を 仕留めてから 喜 平 次と 伊太郎と が 何 か 

話して いた。 おまけに、 用意の 抉 提灯 を 出して 喜 平 次 

は 血の 付いた 手 を 田 川の 水で 洗った。 そんな ことで、 
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